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《PPT

補
助
資
料

》

(

諏
訪
清
陵
勉
強
会

2021

・2

・23

）

芥
川
龍
之
介
と
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（
ス
ペ
イ
ン
風
邪
）、
そ
し
て
〈
諏
訪
〉

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
名
誉
教
授

宮
坂

覺
（
66
回
生
）

《資
料
①
》

内
務
省
衛
生
局
編
『流
行
性
感
冒
』（1922

〈大
正

11
〉年
）

《資
料
②
》
菊
池
寛
「マ
ス
ク
」

（『改
造
』1920

〈大
正
９
〉年
７
月
）

丁
度
そ
の
頃
か
ら
、
流
行
性
感
冒
が
、
猛
烈
な
勢
で
流
行
り
か
け
て
来
た
。
医
者
の
言
葉
に
従
え
ば
、

自
分
が
流
行
性
感
冒
に
罹
る
こ
と
は
、
即
ち
死
を
意
味
し
て
居
た
。

―
（中
略
）―

最
善
の
努
力
を
払
っ
て
、
罹
ら
な
い
よ
う
に
、
し
よ
う
と
思
っ
た
。
他
人
か
ら
、
臆
病
と
嗤
わ
れ
よ
う
が
、

罹
っ
て
死
ん
で
は
堪
ら
な
い
と
思
っ
た
。

自
分
は
、
極
力
外
出
し
な
い
よ
う
に
し
た
。
妻
も
女
中
も
、
成
る
べ
く
外
出
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
た
。
そ
し

て
朝
夕
に
は
過
酸
化
水
素
水
で
、
含
漱
を
し
た
。
止
む
を
得
な
い
用
事
で
、
外
出
す
る
と
き
に
は
、
ガ
ー

ゼ
を
沢
山
詰
め
た
マ
ス
ク
を
掛
け
た
。
そ
し
て
、
出
る
時
と
帰
っ
た
時
に
、
叮
嚀
に
含
漱
を
し
た
。

―

（中
略
）―

毎
日
の
新
聞
に
出
る
死
亡
者
数
の
増
減
に
依
っ
て
、
自
分
は
一
喜
一
憂
し
た
。
日
毎
に
増
し
て
行
っ

て
、
三
千
三
百
三
十
七
人
ま
で
行
く
と
、
そ
れ
を
最
高
の
記
録
と
し
て
、
僅
か
ば
か
り
で
は
あ
っ
た
が
、

段
々
減
少
し
始
め
た
と
き
に
は
、
自
分
は
ホ
ッ
と
し
た
。
が
、
自
重
し
た
。
二
月
一
杯
は
殆
ん
ど
、
外
出
し

な
か
っ
た
。

―
（中
略
）―

三
月
に
、
は
入
っ
て
か
ら
、
寒
さ
が
一
日
一
日
と
、
引
い
て
行
く
に
従
っ
て
、
感
冒
の
脅
威
も
段
々
衰

え
て
行
っ
た
。
も
う
マ
ス
ク
を
掛
け
て
居
る
人
は
殆
ど
な
か
っ
た
。
が
、
自
分
は
ま
だ
マ
ス
ク
を
除
け
な
か

っ
た
。

《資
料
③
》
与
謝
野
晶
子
「感
冒
の
床
か
ら
」（『横
浜
貿
易
新
報
』1918

〈大
正
７
年
〉
11
月

10
日
）

こ
の
風
邪
の
伝
染
性
の
急
劇
な
の
に
は
実
に
驚
か
れ
ま
す
。
私
の
宅
な
ど
で
も
一
人
の
子
ど
も
が
小

学
か
ら
伝
染
し
て
来
る
と
、
家
内
全
体
が
順
々
に
伝
染
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
た
だ
こ
の
夏
備
前
の
海
岸

へ
行
っ
て
い
た
二
人
の
男
の
子
だ
け
が
ま
だ
今
日
ま
で
煩
わ
ず
に
い
る
の
は
、
海
水
浴
の
効
き
目
が
こ

ん
な
に
著
し
い
も
の
か
と
感
心
さ
れ
ま
す
。

―
（中
略
）―

政
府
は
な
ぜ
い
ち
早
く
こ
の
危
険
を
防
止
す
る
為
に
、
大
呉
服
店
、
学
校
、
興
行
物
、
大
工
場
、
大
展

覧
会
等
、
多
く
の
人
間
の
密
集
す
る
場
所
の
一
時
的
休
業
を
命
じ
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

日本におけるスペインインフルエンザの被害

流行時期 患者 死者 致死率

第1

波
1918（大正7）年8月 - 1919（大正8）年7月 2116万8398人 25万7363人 1.22%

第2

波
1919（大正8）年8月 - 1920（大正9）年7月 241万2097人 12万7666人 5.29%

第3

波
1920（大正9）年8月 - 1921（大正10）年7月 22万4178人 3698人 1.65%

合

計
1918（大正7）年8月 - 1921（大正10）年7月 2380万4673人 38万8727人 1.63%

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%86%85%E5%8B%99%E7%9C%81_(%E6%97%A5%E6%9C%AC)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%87%B4%E6%AD%BB%E7%8E%87
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―
（中
略
）―

一
般
の
下
層
階
級
に
あ
っ
て
は
売
薬
の
解
熱
剤
を
も
っ
て
間
に
合
わ
せ
て
お
り
ま
す
。
こ
う
い
う
状
態

で
す
か
ら
患
者
も
早
く
治
ら
ず
、
風
邪
の
流
行
も
一
層
烈
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

―
（中
略
）―

平
等
は
ル
ッ
ソ
ー
に
始
ま
っ
た
と
は
限
ら
ず
、
孔
子
も
「貧
し
き
を
憂
い
ず
、
均
し
か
ら
ざ
る
を
憂
う
」と

い
い
、
列
子
も
「均
し
き
は
天
下
の
至
理
な
り
」と
い
い
ま
し
た
。
同
じ
時
に
団
体
生
活
を
共
に
し
て
い
る

人
間
で
あ
り
な
が
ら
、
貧
民
で
あ
る
と
い
う
物
質
的
の
理
由
だ
け
で
、
最
も
有
効
な
第
一
位
の
解
熱
剤
を

服
す
こ
と
が
で
き
ず
他
の
人
よ
り
も
余
計
に
苦
し
み
、
余
計
に
危
険
を
感
じ
る
と
い
う
事
は
、
今
日
の
新
し

い
倫
理
意
識
に
考
え
て
確
か
に
不
合
理
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

《資
料
④
》
与
謝
野
晶
子
「死
の
恐
怖
」（『女
人
創
造
』1920

〈大
正
９
〉年
５
月
）

私
は
家
族
と
共
に
幾
回
も
予
防
注
射
を
実
行
し
、
そ
の
ほ
か
常
に
含
嗽
薬
（が
ん
そ
う
や
く
）を
用
い
、

ま
た
子
ど
も
た
ち
の
あ
る
者
に
は
学
校
を
休
ま
せ
る
等
、
私
た
ち
の
境
遇
で
出
来
る
だ
け
の
方
法
を
試

み
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
上
で
病
気
に
罹
っ
て
死
ぬ
な
ら
ば
、
幾
分
そ
れ
ま
で
の
運
命
と
諦
め
る
こ
と
が
で

き
る
で
し
ょ
う
。
幸
い
に
私
の
宅
で
は
、
ま
だ
今
日
ま
で
一
人
も
患
者
も
出
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
明
日
に
も

私
自
身
を
は
じ
め
誰
が
ど
う
な
る
か
も
解
り
ま
せ
ん
。
死
に
対
す
る
人
間
の
弱
さ
が
今
更
の
ご
と
く
思
わ
れ

ま
す
。
人
間
の
威
張
り
得
る
の
は
「生
」の
世
界
に
お
い
て
だ
け
の
事
で
す
。

《資
料
⑤
》
田
山
花
袋
「子
供
と
旅
」（『花
袋
文
話
』1911

〈明
治

44
〉年

12
月
、
博
文
館
）

明
治
四
十
四
年
の
元
日
は
上
諏
訪
温
泉
で
迎
へ
た
。
山
の
雪
に
日
が
光
つ
て
、
寒
い
風
が
肌
に
染
み
渡

つ
た
。
半
凍
つ
た
湖
水
に
は
二
三
日
前
ま
で
通
つ
て
居
た
と
い
ふ
小
蒸
汽
船
が
氷
に
閉
ぢ
ら
れ
て
居
た
。

昨
夜
遅
く
此
処
に
着
い
た
。
温
泉
の
湯
壺
は
階
梯
を
下
り
て
行
つ
た
と
こ
ろ
に
あ
つ
た
。
昨
夜
も
今
朝
も
浴
し

て
居
る
客
は
一
人
も
な
か
つ
た
。
私
は
つ
れ
て
行
つ
た
取
つ
て
十
歳
に
な
る
男
の
児
と
戯
れ
な
が
ら
一
緒
に

其
処
に
長
く
つ
か
つ
て
居
た
。

《資
料
⑥
》
田
山
花
袋
『温
泉
だ
よ
り
』（1918

〈大
正
７
〉年

12
月
、
博
文
館
）

→
岩
波
文
庫
『温
泉
だ
よ
り
』（2007

・6

）

「四
〇

上
下
諏
訪
と
諏
訪
湖
」

諏
訪
は
上
諏
訪
に
し
て
も
、
下
諏
訪
に
し
て
も
、
温
泉
場
乃
至
遊
覧
地
と
し
て
の
気
分
は
割
合
に
少
な

か
っ
た
。
そ
れ
は
多
く
の
旅
舎
に
、
湖
水
の
見
わ
た
さ
れ
る
よ
う
な
家
の
設
備
が
し
て
な
い
の
で
も
知
れ

た
。
牡
丹
屋
の
三
階
か
ら
は
、
そ
の
一
面
が
少
し
は
見
え
る
け
れ
ど
も
、
人
家
や
煙
突
が
前
を
遮
っ
て
感

じ
が
余
り
好
く
な
か
っ
た
。
―
（中
略
）―
工
業
に
夢
中
に
な
っ
て
活
動
し
て
い
る
の
で
、
土
地
の
人
は
、

そ
う
し
た
遊
覧
者
乃
至
浴
客
を
あ
て
に
す
る
よ
う
な
消
極
的
な
心
持
を
持
つ
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。

万
事
す
べ
て
都
会
風
で
、
知
識
も
進
ん
で
い
る
し
、
日
常
の
生
活
も
進
ん
で
い
る
。
現
に
、
雑
誌
新
刊
物

な
ど
も
此
処
で
売
れ
る
も
の
は
、
他
で
も
売
れ
る
の
で
、
長
野
、
松
本
あ
た
り
で
も
こ
こ
を
標
準
に
し
て
、

書
籍
雑
誌
を
仕
入
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

―
（中
略
）―

旅
舎
で
は
や
は
り
牡
丹
屋
が
好
い
。
主
婦
が
元
蔦
木
の
本
陣
の
娘
で
、
先
祖
代
々
旅
舎
を
し
た
人
た

ち
の
血
を
承
け
て
い
る
た
め
か
、
客
の
取
扱
方
に
あ
ま
り
上
下
の
隔
て
も
置
か
ず
、
い
や
に
客
に
し
つ
こ

く
ち
や
ほ
や
せ
ず
、
放
っ
て
置
い
て
そ
し
て
親
切
に
す
る
と
い
う
取
扱
方
で
あ
る
。
私
も
初
め
は
あ
ま
り
に

素
気
な
さ
す
ぎ
る
よ
う
に
思
っ
た
が
、
度
々
行
く
に
つ
れ
て
、
そ
の
最
初
の
感
じ
の
誤
っ
て
い
る
の
が
わ

か
っ
て
来
た
。
こ
れ
に
次
い
で
は
、
布
半
が
静
か
で
好
い
、
下
諏
訪
で
は
、
亀
屋
が
好
か
っ
た
。

《資
料
⑦
》
宇
野
浩
二
『芥
川
龍
之
介
』(1953

〈昭
和

28
〉年
５
月
、
文
芸
春
秋
社
）

と
こ
ろ
が
、
私
と
芥
川
は
、
皆
と
わ
か
れ
て
、
そ
の
日
の
晩
は
、
京
都
に
と
ま
り
、
そ
の
翌
日
、
京
都
か
ら

名
古
屋
に
出
て
、
名
古
屋
か
ら
、
中
央
線
に
の
り
か
へ
て
、
下
諏
訪
に
行
く
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
た
。
わ
ざ

わ
ざ
、
中
央
線
に
の
り
か
へ
て
、
下
諏
訪
に
よ
る
事
に
な
つ
た
の
は
、
私
が
、
そ
の
頃
、
『人
心
』、
『一
と

踊
』、
『心
中
』そ
の
他
の
小
説
に
、
下
諏
訪
を
舞
臺
に
し
て
、
そ
の
町
の
ゆ
め
子
と
い
ふ
藝
者
を
、
片
恋

ひ
の
女
と
し
て
、
繪
空
事
に
し
た
、
そ
れ
ら
の
小
説
が
い
く
ら
か
評
判
に
な
つ
て
ゐ
た
の
で
、
い
た
つ
て

（人
一
倍
）好
奇
心
の
つ
よ
い
、
芥
川
が
、
「ひ
と
つ
、
そ
の
女
を
、
ど
ん
な
女
か
、
見
て
や
ら
う
、
」と
、
思

つ
て
、
私
に
、
諏
訪
に
行
く
こ
と
を
す
す
め
、
「僕
も
、
君
の
か
く
、
『山
國
の
温
泉
町
』を
見
た
い
し
、
ゆ
め

子
女
史
の
顔
を
見
た
い
か
ら
、
一
し
よ
に
行
き
た
い
ん
だ
、
」と
、
い
さ
さ
か
、
芥
川
流
の
、
煽
動
を
し
た
か

ら
で
あ
る
。
さ
う
し
て
、
私
も
、
そ
の
女
を
、
見
た
く
な
つ
た
か
ら
で
あ
る
。

《資
料
⑧
》

宇
野
浩
二
（1891

年
〈明
治

24
年
〉～1961

年
〈昭
和

36
年
〉）

https://www.wikiwand.com/ja/1891%E5%B9%B4
https://www.wikiwand.com/ja/%E6%98%8E%E6%B2%BB
https://www.wikiwand.com/ja/1961%E5%B9%B4
https://www.wikiwand.com/ja/%E6%98%AD%E5%92%8C
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1919

〈大
正
８
〉年

４
月
、
「蔵
の
中
」（『文
章
世
界
』）を
発
表
し
、
文
壇
に
登
場
。

７
月
、
江
口
渙
『赤
い
矢
帆
』の
出
版
記
念
会
で
芥
川
龍
之
介
を
知
る
。

９
月
、
「苦
の
世
界
」（『解
放
』）を
発
表
し
て
、
新
進
作
家
と
し
て
の
位
置
を
築
く
。
広
津
和
郎
と
上
諏
訪
に
仕

事
の
た
め
行
く(
別
々
の
宿
）。
宇
野
の
宿
は
騒
々
し
く
、
下
諏
訪
「か
め
屋
」に
移
り
二
週
間
滞
在
。
鮎
子

（原
と
み
・子
持
ち
芸
者

21
歳
）を
知
る
。

11
月
、
『読
売
新
聞
』で
「文
壇
一
流
の
売
れ
っ
子
」の
一
人
（原
稿
料
収
入
四
百
円
、
新
年
に
は
一
千
円
の

収
入
）と
紹
介
。
月
末
、
下
諏
訪
に
行
き
、
小
竹
（鮎
子
の
年
上
芸
者
村
田
キ
ヌ
）を
知
る
。

1920

〈大
正
９>

年

１
月
、
「人
心
」（『中
央
公
論
』）。

２
月
、
谷
崎
精
二
と
下
諏
訪
に
行
き
、
鮎
子
、
村
田
キ
ヌ
（小
竹
）に
会
っ
た
（４
月
ま
で
？
）。

５
月
初
旬
、
村
田
キ
ヌ
が
上
京
、
同
棲
（
11
月
入
籍
）。

９
月
、
「甘
き
世
の
話
」（『中
央
公
論
』）

11
月

16
日
、
直
木
三
十
五
の
計
画
で
、
芥
川
、
久
米
正
雄
、
菊
池
寛
、
佐
佐
木
茂
索
ら
と
と
も
に
、
主
潮
社

〈日
本
画
家
の
団
体
）主
催
の
講
演
旅
行
に
出
か
け
る
。
＊
帰
途
、
芥
川
の
希
望
で
、
下
諏
訪
に
立
ち
寄
る
。

23
日
、
午
前
四
時
、
名
古
屋
に
到
着
。
中
央
線
に
乗
り
換
え
、
信
州
諏
訪
に
到
着
。
夜
、
馴
染
み
の
芸
妓

原
と
み
を
芥
川
龍
之
介
に
紹
介
。
下
諏
訪
亀
屋
ホ
テ
ル
に
宿
泊
。
（＊
滞
在
中
三
人
で
上
諏
訪
へ
活
動
写

真
を
観
に
出
か
け
た
り
し
た
。
）
28
日
、
芥
川
龍
之
介
と
と
も
に
帰
京
。

1921

〈大
正

10

〉年

２
月

20
日
夜
、
芥
川
龍
之
介
と
と
も
に
大
阪
に
向
け
て
出
発
。

（▽

「芥
川
龍
之
介
、
宇
野
浩
二
両
氏
は
十
八
九
頃
大
阪
に
赴
く
」（
15
日
【文
芸
消
息
】）

５
月
、
『一
踊
り
』（『中
央
公
論
』）
６
月
、
『夏
の
夜
の
夢
』（『新
潮
』）
９
月
、
「心
中
」（『改
造
』）

1921

〈大
正

11

〉年

１
月
上
旬
、
直
木
と
木
曽
福
島
、
信
濃
大
町
を
経
て
、
下
諏
訪
に
赴
き
原
と

み
に
会
う
。

８
月
、
「山
恋
ひ
」（『中
央
公
論
』）

９
月
、
「続
山
恋
ひ
」（『中
央
公
論
』）

＊
宇
野
の
諏
訪
行
は
、
昭
和
九
年
、
一
二
年
、
三
一
年
と
続
く
。

（水
上
勉
は
、
昭
和
四
四
年
五
月
一
〇
日
原
と
み
に
会
っ
て
い
る
「月
報
」『宇
野
浩
二
全
集
』）

芥
川
龍
之
介

1892

年
〈明
治

25
年
〉～1927

年
〈昭
和

2
年
〉）

＊
芥
川
龍
之
介
の
年
譜
に
関
す
る
記
述
は
、
す
べ
て
宮
坂
覺
編
「年
譜
」（岩
波
版
『芥
川
龍
之
介
全
集
』〈第24

巻
〉）に
よ
る
。

1918

〈大
正
７
〉年

11
月
２
日
頃
、
ス
ペ
イ
ン
風
邪
の
た
め
床
に
就
く
。
ひ
ど
く
衰
弱
し
、
辞
世
の
句
を
作

る
ほ
ど
だ
っ
た
。

1919

〈大
正
８
〉年

２
月

17
日
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
た
め
発
熱
し
、
田
端
で
床
に
就
く
。
月
末
ま
で
床
を

あ
げ
ら
れ
ず
、
学
校
も
翌
月
初
め
ま
で
休
ん
だ
。

３
月
８
日
、
大
阪
毎
日
新
聞
社
か
ら
客
員
社
員
の
辞
令
が
届
く
（原
稿
料
の
他
に
報
酬
月
額
は
一
三
○
円
）。

13
日
、
実
父
新
原
敏
三
が
ス
ペ
イ
ン
風
邪
で
入
院
す
る
。
電
報
で
急
ぎ
帰
京
し
、
こ
の
日
は
病
院
に
宿
泊
。

16
日
朝
、
敏
三
が
死
去(

享
年

68
歳)

。
31
日
、
海
軍
機
関
学
校
英
語
教
授
嘱
託
、
退
職
。

５
月
４
日
、
菊
池
寛
と
と
も
に
長
崎
旅
行
に
出
か
け
る
。
菊
池
は
風
邪
に
よ
る
頭
痛
の
た
め
岡
山
で
下
車
。
尾
道

で
途
中
下
車
し
な
が
ら
一
人
で
長
崎
に
向
か
っ
た
（
10
日
ま
で
滞
在
）。

８
月
23
日
、
風
邪
の
た
め
、
金
沢
八
景
の
病
院
に
入
院
。

1920

〈大
正
９
〉年

＊
上
段

宇
野
浩
二
項
目
参
照

11
月

28
日
夕
方
、
宇
野
浩
二
と
と
も
に
帰
京
す
る
。
原
と
み
に
礼
状
を
書
い
た
。

1921

〈大
正

10

〉年

２
月

19
日
、
大
阪
毎
日
新
聞
社
か
ら
下
阪
を
命
じ
る
電
報
が
届
く
。

20
日
夜
、
宇
野
浩
二
と

と
も
に
大
阪
に
向
け
て
出
発
。(

▽
「芥
川
龍
之
介
、
宇
野
浩
二
両
氏
は
十
八
九
頃
大
阪
に
赴
く
」（
15
日
【文
芸
消
息
】)

22
日
夜
、
大
阪
毎
日
新
聞
社
の
接
待
を
受
け
、
こ
の
席
で
大
阪
毎
日
新
聞
社
か
ら
、
海
外
視
察
員
と
し
て
の
中
国
特
派

が
提
案
さ
れ
、
承
諾
。
３
月
中
旬
か
ら
約
半
年
間
の
予
定
で
中
国
に
特
派
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
（▽

｢

芥
川
龍
之

介
氏

本
月
中
旬
出
発
「大
阪
毎
日
」新
聞
社
か
ら
特
派
員
と
し
て
朝
鮮
及
び
支
那
視
察
の
途
に
就
く
」〈３
月
２
日
【よ
み

う
り
抄
】〉｣

３
月

19
日
、
中
国
特
派
旅
行
に
出
発
。

（＊
７
月

20
日
こ
ろ
、
体
調
不
良
の
た
め
帰
国
。
）

1922
〈大
正

11

〉年

１
月
、
「薮
の
中
」（『新
潮
』）、
「将
軍
」（『改
造
』）、
「俊
寛
」（『中
央
公
論
』）、
「神

神
の
微
笑
」（『新
潮
』）な
ど
の
力
作
を
発
表
。

＊
中
国
特
派
旅
行
に
よ
る
体
調
の
衰
弱
は
、
芥
川
龍
之
介
の
大
き
な
転
機
と
な
る
。
健
康
は
坂
道
を
転

げ
る
よ
う
に
悪
化
し
、
以
後
苦
し
む
こ
と
と
な
り
、
作
風
の
変
化
を
齎
す
こ
と
と
な
る
。

《資
料
⑨
》

渋
川
驍
『宇
野
浩
二
論
』（1974

〈昭
和

49
〉年
８
月
、
中
央
公
論
社
）

https://ja.wikipedia.org/wiki/1892%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%98%8E%E6%B2%BB
https://ja.wikipedia.org/wiki/1927%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%98%AD%E5%92%8C
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た
び
た
び
諏
訪
に
出
か
け
た
時
代
は
、
彼
が
「蔵
の
中
」で
文
壇
に
登
場
し
、
新
進
作
家
と
し
て
世
に

騒
し
く
迎
え
ら
れ
た
と
き
だ
っ
た
。
自
然
、
収
入
も
増
加
し
て
い
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
彼
が
、
こ
の

田
舎
の
温
泉
町
で
ま
わ
り
の
人
た
ち
か
ら
歓
迎
さ
れ
た
こ
と
は
当
然
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
困
窮
の
生
活
に
あ

え
い
で
い
た
彼
に
と
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
激
し
い
変
化
は
、
夢
の
よ
う
な
出
来
事
に
思
え
た
こ
と
だ
ろ
う
。
そ

の
意
識
が
、
い
っ
そ
う
彼
に
興
奮
状
態
を
も
ち
き
た
し
た
に
ち
が
い
な
い
。
の
み
な
ら
ず
、
彼
は
ヒ
ス
テ
リ

ー
で
苦
し
め
ら
れ
た
伊
沢
き
み
子
か
ら
も
、
い
ま
は
解
放
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
は
虚
脱
感
が

大
き
く
と
も
な
っ
た
こ
と
は
、
先
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
「野
原
の
案
山
子
」の
よ
う
に
、
孤
独
と
同
時
に
、

落
ち
つ
か
な
い
不
安
定
感
を
絶
え
ず
覚
え
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
れ
は
、
彼
に
一
種
の
デ
カ
ダ
ン

ス
の
気
分
を
も
あ
た
え
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
の
と
き
出
会
っ
た
ゆ
め
子
は
、
彼
に
そ
の
初
心
を
失
わ
な

い
品
の
あ
る
容
姿
と
心
ば
え
で
彼
を
と
ら
え
、
彼
の
気
持
を
落
ち
つ
か
せ
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
彼
女
が

子
持
芸
者
で
、
ど
う
に
も
自
由
に
な
ら
な
い
身
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
と
、
彼
の
不
安
定
感
は
、
い
っ
そ
う

揺
れ
だ
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

《資
料
⑩
》

宇
野
浩
二
〈諏
訪
も
の
〉（〈ゆ
め
子
も
の
〉）

1920

〈大
正
９
〉年
、
「人
心
」（『中
央
公
論
』１
）、
「甘
き
世
の
話
ー
新
浦
島
太
郎
物
語
ー
」『中
央
公
論
』

９
）

／1921

〈大
正

10
〉年
、
「一
踊
り
」（『中
央
公
論
』５
）、
「夏
の
夜
の
夢
」（『新
潮
』６
）、
「心
中
」

（『改
造
』９
）
／1922

〈大
正

11
〉年
、
「山
恋
ひ
」（正
・続
篇
、
『中
央
公
論
』８
、
９
）

《資
料
⑪
》

宇
野
浩
二
『芥
川
龍
之
介
』（1953

〈昭
和

28
〉年
５
月
、
文
芸
春
秋
社
）

ナ
ニ
ガ
シ
劇
場
は
、
名
は
い
か
め
し
い
け
れ
ど
、
と
き
ど
き
、
田
舎
ま
は
り
の
役
名
が
、
三
日
か
五
日
ぐ

ら
ゐ
、
出
演
す
る
、
古
風
な
芝
居
小
屋
で
あ
る
。
そ
れ
で
、
む
か
し
の
劇
場
の
や
う
に
、
平
土
間
と
か
、
棧

敷
と
か
が
あ
つ
て
、
そ
れ
ら
に
は
『枡
』が
あ
つ
た
。
さ
う
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
『枡
』の
中
に
は
、
ま
ん
な

か
に
、
櫓
火
燵
が
お
い
て
あ
り
、
そ
の
櫓
火
燵
に
は
蒲
團
が
か
け
て
あ
り
、
そ
の
櫓
火
燵
の
ま
は
り
に
は

座
蒲
團
が
し
い
て
あ
る
。

私
た
ち
三
人
は
、
そ
の
櫓
火
燵
を
、
三
方
か
ら
、
か
こ
ん
で
、
火
燵
に
あ
た
り
な
が
ら
、
活
動
寫
真
を
見

た
。

《資
料
⑫
》
花
松
館
／
諏
訪
花
松
館

（https://hekikaicinem
a.m

em
o.w

iki/

）

1916

年
（大
正
５
年
）、
諏
訪
地
方
初
の
常
設
映
画
館
と
し
て
末
広
町
に
「花
松
館
」が
開
館
し
た
。
当

時
の
上
諏
訪
に
は
大
娯
楽
場
と
し
て
「都
座
」も
あ
っ
た
。
尾
上
松
之
助
が
「目
玉
の
松
ち
ゃ
ん
」と
し
て

大
活
躍
を
し
、
「ジ
ゴ
マ
」が
も
て
は
や
さ
れ
る
時
代
だ
っ
た
。
昭
和
初
期
ま
で
は
上
映
さ
れ
る
の
は
無
声

映
画
で
あ
り
、
フ
ロ
ッ
ク
コ
ー
ト
や
羽
織
袴
の
弁
士
が
、
ス
ク
リ
ー
ン
脇
の
演
台
で
状
況
説
明
や
登
場
人
物

の
対
話
な
ど
を
独
演
し
た
。
上
諏
訪
に
は
都
座
、
花
松
館
、
「オ
デ
オ
ン
座
」の
三
映
画
館
が
鼎
立
し
て

競
い
合
っ
た
。
＊
花
松
館
の
建
物
は2006

年
頃
に
取
り
壊
さ
れ
た
。

《資
料
⑬
》
原
と
み
宛
芥
川
龍
之
介
書
簡

（1920

〈大
正
９
〉年
、
一
一
月
二
八
日
付
）

拝
啓

先
日
中
は
い
ろ
い
ろ
御
世
話
に
な
り
あ
り
が
た
く
御
礼
申
上
げ
ま
す

今
夕
宇
野
と
無
事
帰
京
し
ま
し
た

他
事
な
が
ら
御
安
心
下
さ
い

あ
な
た
の
御
世
話
に
な
つ
た
三
日
間
は
今
度
の
旅
行
中
最
も
愉
快
な
三
日
間
で
す

こ
れ
は
御
せ
じ
ぢ

や
あ
り
ま
せ
ん

実
際
あ
な
た
の
や
う
な
利
巧
な
女
の
人
は
今
の
世
の
中
に
は
ま
れ
な
の
で
す

正
直

に
白
状
す
る
と
私
は
少
し
惚
れ
ま
し
た

も
つ
と
正
直
に
白
状
す
る
と
余
程
惚
れ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
但

し
気
ま
り
が
悪
い
か
ら

宇
野
に
は
少
し
惚
れ
た
と
云
つ
て
置
き
ま
し
た

そ
れ
で
も
顔
が
赤
く
な
つ
た
位

で
す

可
笑
し
か
つ
た
ら
沢
山
笑
つ
て
下
さ
い

そ
の
内
に
も
つ
と
ゆ
つ
く
り
十
日
で
も
一
月
で
も
亀
屋
ホ
テ
ル
の
三
階
に
こ
ろ
が
つ
て
ゐ
た
い
気
が
し
ま

す

あ
な
た
は
唯
側
に
ゐ
て
御
茶
の
面
倒
さ
へ
見
て
下
さ
れ
ば
よ
ろ
し
い

い
け
ま
せ
ん
か

ど
う
も
い

け
な
さ
う
な
気
が
す
る
た
め
、
汽
車
へ
乗
つ
て
か
ら
も
時
々
ふ
さ
ぎ
ま
し
た

こ
れ
も
亦
可
笑
し
か
つ
た
ら

御
遠
慮
な
く
御
笑
ひ
下
さ
い

こ
ん
な
事
を
書
い
て
ゐ
る
と
切
り
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら

こ
の
位
で
筆
を
置
き
ま
す

さ
や
う
な
ら

十
一
月
廿
八
日

芥
川
龍
之
介

鮎

子

様

粧
次

二
伸

い
ろ
は
単
歌
の
「ほ
」の
字
は
「骨
折
り
損
の
く
た
び
れ
儲
け
」で
す

今
日
汽
車
の
中
で
思
ひ
つ

き
ま
し
た

《御
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
》


